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2. 電子顕微鏡所見 2 週令ですでに単核の細胞が勝島内または周辺に出現しはじめる。これらの
浸潤細胞は，主にリンパ球と少数の単球である。形質細胞の出現は遅く，主に浸潤細胞塊の周辺に
少数みられるだけである。これらの細胞の一部は勝島細胞に密接し，やがて牌B細胞に変性破壊を
おこす。牌B細胞の崩壊過程は大きく 2 つに分類できる。 1 つは正常の形のインスリン頼粒が細胞




















た。このウイルス抗体は母系の Jcl- 1 C R マウスに反応させても陽性反応がみられず，このウイル
スによる垂直感染が勝島への細胞浸潤や騨B細胞の破壊をおこす原因になっている可能性が推測され
る。
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論文の審査の結果の要旨
本論文は電子顕微鏡と免疫細胞化学的諸方法を用いて，糖尿病系のマウス (NODマウス)の胎仔か
ら成熟期にいたる全例のラ氏島B細胞にレトロウイルスが存在することを発見し，ある程度成長した頃
からラ氏島にリンパ浸潤が起こり， B細胞が変性し，糖尿病が発症してし、く過程を明らかにしたもので
ある。
医学博士の学位を授与するに充分な価値を有するものと認める。
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